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「移動平均線を考える」

移動平均線とは、ご承知の通り過去ｘｘ日間の平均値を線で結んだものです。

例えば、２５日移動平均線だと、当日を含めた２５日間。つまり、２４日前～当日の
株価を合計した平均値です。

そして、翌日になると、平均値を計算する期間が１日ずれます。

ところてん方式で、一番古い日（２４日前）が追い出され、当日である新しい日が入っ
てきます。

一度に２日間追い出されて、代わりに新しい日が２日分入ってくるというわけではあり
ません。

追い出された日・・・・２４日間・・・・新しい日→合計２５日間となります。

この追い出された日と、新しい日に注目すると移動平均線が上を向きそうか、
または下を向きそうか、が分かります。

下のチャートは、「指標初期設定」を使い、

６９．権利落ち済みローソク足
４３．移動平均線 ２５日
９３．移動平均線任意ずらし 周期「１」 「２５」日ずらし

を表示させたものです。

移動平均線が上を向く・・・２５日前の株価 ＜ 当日の株価

移動平均線が下を向く・・・２５日前の株価 ＞ 当日の株価

という理屈です。

25日前の株価

25日移動平均線
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２５日移動平均線が上を向くか、下を向くかは、２５日前の株価がとても重要な位置づ
けなのです。

中間の１２日でもなければ、前日でもありません。間の日にちでどんなに動意付こうが、
２５日前の株価に集約されます。

そこで前ページのチャートのように、株価を２５日先へずらして表示させると、目で見
てそろそろ反転しそうだと分かりやすくなります。

９３．移動平均線任意ずらしの設定はこうなります。

■９３．移動平均線任意ずらし

「平均値計算日数」は１日分の株価＝終値なので「１」です。

ここを「５」としてしまうと５日移動平均線となってしまいます。
「１」だと結局平均値計算は１日分だけとなり、終値を意味します。

「左右ずらし日数」は「２５」です。これで、チャート右側へ２５日分ずれて表示され
ます。

これにより、当日の足（ローソク足）と２５日前の株価を目で見て比較することが出来
ます。

「上下移動％」はずらしませんので、「０」となります。
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■２５日移動平均線が上を向いた瞬間（Ｖ字）のポイント

直近では２月１日です。

ＷＯＲＫ分析を使用。

チャート表示を１月３１日までとしました。

１月３１日の終値が、２０７７３円です。翌日の２月１日に移動平均線が上を向くかど
うかを調べてみましょう。

２５日前の株価は、１２月２０日の２０３９３円です。

この事から２月１日は、２０３９３円を下回らない限り移動平均線を上を向くとなりま
す。

１月３１日の株価が２０７７３円ですから、その差は３８０円です。

同値だと向きは変わりませんので、３８１円安。これ以上値下がりしない限りは、上を
向くとなります。

2/1

２月１日は、
20393円より、
下がらない限り
移動平均線は
上向く

20393円
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２月１日

２５日ずらした線を上抜けてきました。移動平均線は上向きへ変化しました。

■直近（３月１日）では、明日（３月４日）いくらになったら下を向くのか？

３月４日から、２５日前は、１月２５日。終値は、２０７７４円です。

２０７７３円となったら下を向く、となります。

３月４日のデータを仮入力。４本値全て２０７７４円とした場合、
下記のようにチェックしても点灯しません。

※仮データ入力は、「ＪＰ法株価分析システム・メインメニュー」から、
左の列、上から２番目「株価修正」 を使います。

上抜け
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２０７７３円の場合

点灯しました。

今の相場付きでは、いきなりここまで下落する事もないでしょう。
仮にここからジリジリと下がりだし、ずらした線に接近してきたら、注意しましょう。

このように終値を先へずらして表示させると、今なら下支えの目安、転換ポイントとな
ります。

今回は、「指標初期設定」の機能を使って、一発で上記のチャートを表示させてみまし
た。

便利な機能なのでまだ使っていない方は是非、お試し下さい。

分析チャートのみ、「機能」－「初期設定」からです。

設定方法はこちらにアップしてあります。
http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html
下の方、指標初期設定の使い方（分析チャート）です。


